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22年度に 売却し た子会社の売上を控除す ると、売上は前年同期比＋17％増
利益率が向上し たこ とで営業利益は前年同期比＋4 5％増

3

2023年9月期第3四半期連結業績サマリ

( 百 万 円 )
2 0 2 2 年 9 月 期
第 3 四 半 期 累 計

2 0 2 3年9月期
第3四半期累計
（ 1 0月～ 6月 ）

増 減

増 減 額 ％

売 上 高 9,097 10,071 +974 +10.7%

売 却 子 会 社 分 考 慮 売 上 8,580 10,071 +1,491 +17.4%

売 上 総 利 益 2,821 3,246 +424 +15.0%

営 業 利 益 561 815 +254 +45.4%

経 常 利 益 488 7４６ +258 +52.9%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

208 554 +346 +166.4%

① 2 0 2 ３ 年 9 月 期 第 3 四 半 期 連 結 業 績
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計画通り順調に 推移し て おり、売上は7 4％、営業利益は8 6 %の進捗率
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2023年9月期通期業績予想に対する進捗

① 2 0 2 ３ 年 9 月 期 第 3 四 半 期 連 結 業 績

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

135.0億円

42．4億円

9.4億円

9.2億円

通期業績予想 ※1

※1 2023年5月15日開示

親会社株主に帰属する

当期純利益 7.0億円

0％ 100％50％

通期予想 進捗率

74.6%

76.4%

86.8%

80.6%

79.2%

100.7億円

32.4億円

8.1億円

7.4億円

5.5億円
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UNIVERSEの季節性による売上変化

① 2 0 2 ３ 年 9 月 期 第 3 四 半 期 連 結 業 績

一般的に 決算期末の企業が多い 12月や3月は広告宣伝の需要が高まる

毎年の10月売上を「１」として
月次の売上を指数化

需要増

需要増

FY23

FY22

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期



© MicroAd, inc. 6

2023年9月期第3四半期連結業績まとめ

① 2 0 2 ３ 年 9 月 期 第 3 四 半 期 連 結 業 績

① 連結売上は前年同期比17%増（海外子会社売却分除く）

② 営業利益は前年同期比45％増、通期進捗86％

③ 通期業績予想に対しては順調に推移
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自 社 製 品 で あ る 「データプロダクト」と、主に 他社製品を扱う 「コンサルティング」に分 類

業種に特化したマーケティングプロダクト

屋外広告や交通広告のデジタルサイネージ

8

当社が提供するサービス

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

コンサルティング データプロダクト

他社製品を扱う販売代理店ビジネス 自社製品のプロダクト提供ビジネス

海外コンサルティングサービス

メディア向けコンサルティングサービス

企業のデジタルマーケティングにおける総合的な
コンサルティングサービスを提供

メディア企業の広告収益最大化を支援する
コンサルティングサービスを提供

オンライン

オフライン
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コ ン サルティ ン グ の売上は 維持しつつ
収益性の高いビ ジ ネス モ デ ルであるデータプロダクトに注力
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サービス毎の収益性

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

売上総利益率

約20％

システムコスト

各種広告サービス
仕入れ

売上総利益率

約40％

システムコスト

データ仕入

広告枠仕入

売上 

コンサルティング データプロダクト

注力
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収益性の高いデ ータプロダ ク トを拡大す るこ とで、事業全体の収益性が向上
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サービス毎の売上・粗利シェア

売上シェア 売上総利益シェア

データプロダクト

注力

28% 31%
37% 37% 39% 40%

45% 47% 48%

72% 69%
63% 63% 61% 60%

55% 53% 52%

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

35% 38%
45% 45% 48%

52%
56% 58% 56%

65% 62%
55% 55% 52%

48%
44% 42% 44%

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

コンサルティング

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト
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新し いデ ータ連携に よる性能強化や 、新し い業種製品の追加に よって
売上高は前年同期比16％増  /  粗利は前年同期比2 0％増
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データプロダクトの売上・粗利推移

( 百 万 円 )
2 0 2 2 年 9 月 期
第 3 四 半 期 ※ 1

2 0 2 3 年 9月期
第 3四半期

増 減

増 減 額 ％

売 上 高 1,181 1,380 +199 +16.8%

売 上 総 利 益 446 535 +89 +20.0%

オンライン
「UNIVERSE」

オフライン
「デジタルサイネージ」

売上四半期推移 粗利四半期推移

売上・粗利  前年同期比

595 
733 

892 924 851 
1,006 

1,231 

1,442 

1,202 
213 

176 

236 223 330 
275 

310 

364 

178 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

148 
186 

319 317 323 
397 

503 
552 

455 
83 

80 

105 105 123 
114 

127 

129 

80 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

単位：百万円

808
909

1,128 1,147 1,181

1,380

単位：百万円

231
266

423
446

511

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

※1 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値

1,281 535

424
YonY

+16.8%
YonY

+20.0%

1,541 630

1,805
681
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データ
保有企業

広告掲載
メディア

13

データプロダクト「UNIVERSE」のビジネスモデル

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

広告主企業 データの提供
広告費支払い

広告配信
サービスの提供

広告配信

BtoB 飲料・食品

自動車 エンタメ

全1９業種のデータを
AIによって分析し製品化

…

¥

売上

データ利用費支払い¥

仕入れ

仕入れ

広告掲載費支払い¥

デ ー タ 保 有 企 業 か ら 収 集 し た 消 費 行 動 デ ー タ を 、デ ー タ プ ラ ットフ ォー ム 「UNIVERSE 」 で 分 析 し
19 業種に 向けたマーケティ ン グ プロダ クトを広告主企業へ提供



© MicroAd, inc.

新し いデ ータ連携に よる性能強化や 、新し い業種製品の追加に よって
売上は前年同Q比4 1％増 /粗利は前年同Q比4 0％増
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データプロダクト「UNIVERSE」の売上・粗利推移

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

595 

733 

892 
924 

851 

1,006 

1,231 

1,442 

1,202 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

148 

186 

319 317 323 

397 

503 

552 

455 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

YonY

+41.2%

YonY

+40.8%

売上推移 売上総利益推移単位：百万円 単位：百万円

※ 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値



© MicroAd, inc. 15

データプロダクト「UNIVERSE」の業種特化製品

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

医療・製薬B to B 飲料・食品

自動車 エンタメ 美容・化粧品

全1９業種
人材

・・・
EC

高成長

高成長
地方自治体

新NISAの口座開設の需要を喚起する金融向けの製品を新たにリリース
人 材 向 け 製 品 は 新 卒 採 用 を 支 援 す る 機 能 を 強 化 し 、さ ら な る 成 長 を狙 う

高成長

高成長

金融
（新NISA向け）

New!
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UNIVERSEにおける業種毎のシェア

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

B to B

19.4%

EC

19.1%

医療・製薬

15.7%

ゲーム

11.8%

飲料・食品

8.1%

人材

6.2%

金融

3.4%

自動車

2.3%

美容・化粧品

2.0%

自治体

1.7%

エンタメ

1.7%
その他

8.6%

様 々 な 業 種 へ 製 品 展 開 す る こ と で 、特定の業種や企業に依存しない事業構造

第3四半期の業種ごと売上シェア B to Bの内訳

企業向けソフトウェア

16%

マーケティング

15%

クラウド＆セキュリティ

15%
展示会＆イベント

9%

DX支援

7%

人材＆研修

7%

機械＆製造業

4%

企業向けPC販売

4%

その他

23%
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新し いデ ータ連携に よる業種別プロダ ク トの性能強化によって
季節性に よる一時的な減少は あるが前年同Q比１５％増と順調に拡大
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データプロダクト「UNIVERSE」のKPI – 稼働アカウント

180

243247

212
224

242

164
153

194

221
232

255

286

316

353

281
299

366

230
240

284

327326325331
350

393

345

404

448

350

380

414

444448

474
462

496

548

461

520

587

426

428

464

505

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

1
9
年

1
0
月

1
9
年

1
1
月

1
9
年

1
2
月

2
0
年

1
月

2
0
年

2
月

2
0
年

3
月

2
0
年

4
月

2
0
年

5
月

2
0
年

6
月

2
0
年

7
月

2
0
年

8
月

2
0
年

9
月

2
0
年

1
0
月

2
0
年

1
1
月

2
0
年

1
2
月

2
1
年

1
月

2
1
年

2
月

2
1
年

3
月

2
1
年

4
月

2
1
年

5
月

2
1
年

6
月

2
1
年

7
月

2
1
年

8
月

2
1
年

9
月

2
1
年

1
0
月

2
1
年

1
1
月

2
1
年

1
2
月

2
2
年

1
月

2
2
年

2
月

2
2
年

3
月

2
2
年

4
月

2
2
年

5
月

2
2
年

6
月

2
2
年

7
月

2
2
年

8
月

2
2
年

9
月

2
2
年

1
0
月

2
2
年

1
1
月

2
2
年

1
2
月

2
3
年

1
月

2
3
年

2
月

2
3
年

3
月

2
3
年

4
月

2
3
年

5
月

2
3
年

6
月

2
3
年

7
月
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1,144

稼働アカウントの月次推移 YonY

+1５%

ブランドA ブランドB ブランドC

1アカウント

アカウントの概念

企業単位ではなく、ブランド毎に1アカウント

メーカー
企業

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

23年3Q累積

1,3１８

7月速報値
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稼働アカウント拡大に向けた営業人員の強化

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

2 0 2 3 年 4 月に 新卒採用に よる営業人員を強化し、15名を増員 （ 新 卒 採 用 全 体 ： 2 7 名 ）

7月以降、新卒社員による活動が本格化し、入社から約1年で既存社員と同等の売上を創出

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

既存社員 新卒社員

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

既存社員 新卒社員

昨年新卒の一人当たり稼働アカウント数推移 昨年新卒の一人当たり売上推移

入社

研修

配属

入社

研修

配属

単位：千円
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稼働アカウント拡大に向けて「まちあげ」の展示会出展

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

自治体・公共Week2023「地方創生EXPO」へ出展

3日間で新規顧客リード獲得

1,088件
展示会中のアポイント成約

80件
契約へ向けて商談を開始

6 月 2 8 日 ～ 3 0 日 の 3 日 間 、 展 示 会 へ の 出 展 に より 、 新 た な 顧 客 リ ー ド を 獲 得
こ れらのリードをも とに 、サービ ス契約に 向けて 商談を開始
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UNIVERSE平均単価の推移

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

74万円
73万円

81万円

91万円

88万円

22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

製品の機能ア ッ プデ ートや 継続提案に より、全体の平均単価は前年同Q比で19％上昇
稼働アカウントの増加に加えて、単価が上昇することで全体業績が拡大する構造

稼働アカウントの月次平均単価

YonY

+19%
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UNIVERSEの稼働アカウント  まとめ

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

① 7月以降、新卒社員の活動本格化によって拡大見込み

② 「まちあげ」など、大量獲得したリードの契約による拡大を狙う

③ 顧客単価は、季節性や大型案件等の影響による変動が大きい
が上昇傾向
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データプロダクト「デジタルサイネージ」のビジネスモデル

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

サイネージネットワーク
広告主企業

広告費支払い

広告配信
サービスの提供

¥

売上

広告配信

業務提携

広告掲載費支払い¥

リテール領域サイネージ

その他サイネージ

約13万面をネットワーク

注力

約 13 万面のサイ ネージ をネッ トワーク化し、一元的な広告配信サービ ス を提供
リ テ ー ル 領 域 （ 小 売 ・ 流 通 ・ サ ロ ン ） のサイ ネージ 設置数と売上の拡大に注力

ドラックストア スーパー

ネイルサロン 美容室

屋外ビジョンタクシー
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期 初 の 計 画 通 り 、 タ ク シ ー サ イ ネ ー ジ の 契 約 更 改 の 影 響 で 売 上 ・ 粗 利 とも に 前 年 同 Q比 で 減 少
リテール領域への注力により再成長を目指す

23

データプロダクト「デジタルサイネージ」の売上・粗利推移

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

213 

176 

236 
223 

330 

275 

310 

364 

178 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

83 
80 

105 105 

123 

114 

127 129 

80 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

YonY

-46.0%

YonY

-34.9%

売上推移 売上総利益推移単位：百万円 単位：百万円

※ 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値
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メデ ィ ア コ ン サルは高粗利サービスの提供により粗利率が向上

25

コンサルティングの売上・粗利推移

( 百 万 円 )
2 0 2 2 年 9 月 期
第 3 四 半 期 ※ 1

2 0 2 3 年 9月期
第 3四半期

増 減

増 減 額 ％

売 上 高 1,794 1,502 -292 -16.3%

売 上 総 利 益 471 423 -48 -10.2%

売上四半期推移 粗利四半期推移

1,117 1,117 1,059 

960 878 820 772 
952 

593 

608 549 
471 602 

533 586 569 

609 

556 

346 

158 468 
287 

383 443 471 

471 

353 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

売上・粗利  前年同期比

195 185 
225 

186 
230 

170 179 162 155 

117 123 

170 
176 

150 

161 
175 197 

173 

133 127 

123 177 
91 

123 
140 126 

95 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

単位：百万円

2,071

1,824
1,998

1,849 1,794 1,849

単位：百万円

444 436

518
539

471
454

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

海外コンサルティング

メディア向け
コンサルティング

その他
コンサルティング

※ 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値

1,812

494

1,502

4842,032

423
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イ ン ターネッ トメデ ィ アの広告収益最大化を支援す るコンサルティ ング サービ ス
粗利率の高いサービスの提供により、粗利は前年同Q比15%増

26

コンサルティング-メディア向け

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

117 123 

170 176 

150 

161 175 

197 

173 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

売上四半期推移 粗利四半期推移

YonY

+15.3%

メディア向け
コンサルティングサービス

広告供給パートナー
（DSP/アドネットワーク等）

広告費支払い

608 
549 

471 

602 

533 
586 569 

609 
556 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

広告配信 収益支援サービスの提供

¥

売上 仕入れ

広告費支払い¥
インターネット
メディア

YonY

+4.3%

= 新収益認識基準適用による減少売上想定値 （22年度以降は適用済み）

単位：百万円 単位：百万円

※ 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値
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海外事業は 拠点売却と、特定の大手顧客の予算削減に より、前年同 Q 比 で 減 収 ・ 減 益 。
主 要 拠 点 で あ る 台 湾 を 中 心 に 、インバウンド需要の増加を取り込み再成長を狙う
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コンサルティング-海外

② サ ー ビ ス 毎 業 績 ハ イ ラ イ ト

海外
コンサルティングサービス

広告主企業

広告費支払い

広告サービスの
代理販売

広告メディアの利用

¥

売上 仕入れ

広告費支払い¥
他社の広告メディア

1,117 1,117 
1,059 

960 
878 820 

772 

952 

593 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

195 
185 

225 

186 

230 

170 
179 

162 155 

21年3Q 21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q

売上四半期推移 粗利四半期推移

YonY ※1

-4.0%

= 売却子会社分の売上（中国、ベトナム） = 売却子会社分の粗利（中国、ベトナム） ※1

単位：百万円 単位：百万円

YonY

-14.5%

※1 売却子会社分の粗利総額は参考値
※ 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値

※売却子会社分を除く
※売却子会社分を除く
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Agenda

① 202３年9月期第3四半期連結業績

② サービス毎業績ハイライト

• データプロダクトに関して

• コンサルティングに関して

③ 成長戦略

④ Appendix
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アドテクノロジーの企業から、総合データカンパニーへ

29

マイクロアドの成長戦略

③ 成 長 戦 略

データ活用を軸とした成長戦略

① データプロダクトの拡大

② 202４年のCookie規制への対応

③ 新領域へのデータ活用

業界業種に特化したプロダクトの
継続的拡大

業界の中でもいち早く規制に
対応することでの先行者利益

データを活用した新領域への事業拡大

売
上
高

2023年 2024年 2025年
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ブランド領域に特化する利点

• ブラ ン ド領域に 特化し て いる競合企業はいない
• マス 広告 ( T V C M 等 ) か らのデジタルシフトによる市場拡大が 期 待 で き る
• ア フターコ ロナに よる人流回復を追い風にさらなる需要拡大が 期 待 で き る

デ ジ タルマーケティ ン グ の 2 つ の 領 域 に お い てブランド領域に特化することで競争力を発揮

30

①データプロダクトの拡大

ダイレクト
領域

ブランド
領域

ECサイトやネット系サービスなど

オンラインで購買が完結するネット系企業
自動車や飲料・食品など

実店舗での製品提供を行うメーカー企業

特化

③ 成 長 戦 略
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①データプロダクトの拡大  – UNIVERSEによる企業価値向上支援

③ 成 長 戦 略

UNIVERSE の保有す るデ ータや 分析力など、マイ ク ロアドの保有資産を活用し
上場企業に対する企業価値向上支援を開始

上場企業

資本参加を前提とした
業務提携

STEP① 資本業務提携 STEP② マイクロアドの資産を活用した事業連携 STEP③ 収益化

マイクロアドの保有資産

これらの資産を活用した
支援先企業のサービス強化や新規事業の創出

上場企業

企業価値の向上

持分法適用会社への移行
による収益の取り込み

もしくは

株式売却による
キャピタルゲインの獲得

UNIVERSE保有データ

約200の消費行動データ
広告掲載メディアネットワーク

約2,000メディア

広告代理店の販売ネットワーク

約700社

海外拠点

マイクロアド台湾を中心
とする中華圏

資本参加
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①データプロダクトの拡大  – UNIVERSEによる企業価値向上支援

③ 成 長 戦 略

企 業 価 値 向 上 支 援 の第一弾として、ログリー株式会社との資本業務提携を 実 施

ログリー株式会社との資本業務提携の概要

ログリー株式会社の第三者割当を当社が引き受け（当社持ち分１０．０１％）
下記の業務提携を両社で推進することで、企業価値の向上を狙う

① UNIVERSEデータと連携した新たな事業開発

② ログリー社製品における案件創出、営業力強化

③ 海外関連ビジネスでの事業協力強化
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• 2024年7月以降、段階的にGoogle ChromeブラウザでCookieの利用が制限される予定

• 下記の3つの施策を同時に推進することで、先行者利益の獲得を狙う

33

②202４年のCookie規制への対応

③ 成 長 戦 略

コンテクスチュアルターゲティング IDソリューションの導入 PrivacySandboxへの対応

広告掲載面のコンテンツ内容をAIが分析し
最適な広告を配信する技術

22年2月から提供を開始し
すでに200件以上の利用実績

Cookieを利用せずに
プライバシーを保護しながら
ユーザー毎に最適な広告配信を行う技術

複数の外部パートナーと提携し、
順次技術導入を推進

Google Chromeに搭載される
プライバシーを保護しながら
ターゲティングや計測を実現する技術

23年7月より、最新のChromeで
この技術による実データ取得が可能に
広告配信システムの構築やテストを開始

https://privacysandbox.com/intl/ja_jp/

HyperID

提携パートナー
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③新領域へのデータ活用

③ 成 長 戦 略

オルタナティブデータ

保有している膨大なデータや分析技術を生かして、広告以外の領域でのデータビジネスを拡大していく

保有データの分析によって
自己資金での株式投資を開始
2023年2Qのテスト運用で
概ねシミレーション通りのパフォーマンスを確認

3Qに新戦略による対象銘柄を追加、順調なスタート
既存の戦略についてはマーケット環境の
大きな変化に対応する為のアップデートを検証

保有するデータ分析により
将来の販売台数を予測

このような予測値を基に投資判断

自動車の販売台数予測例

クロスボーダー事業 購買データ分析

レシートデータを活用した、購買傾向の
分析サービス「カウミー」を提供

大手企業とのパートナーシップを計画
共同でカウミーのサービス強化を推進

レシートデータを独自に分析

1,400ブランドの分析が可能

データ提供

活用データ

提供するサービス

中
国
・台
湾

日
本
国
内

インバウンド

アウトバウンド

インバウンド・アウトバウンド
双方のサービスを提供

訪日観光客や海外進出を計画する企業
に向けた様々なサービスを提供

クラウドファンディングによる台湾進出
サービスが好調な立ち上がり
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③新領域へのデータ活用－クロスボーダー事業

③ 成 長 戦 略

中
国
・台
湾

日
本
国
内

マイクロアドの海外拠点、外部の有力なパートナーと連携してクロスボーダー事業を新たに開始

アウトバウンド事業

日本台湾

クラウドファンディング事業者

• 日本の製品を台湾のクラウドファンディング経由で販売
• 5月のサービス開始から評価高く、問い合わせ多数
• 年内にも海外事業の収益に寄与する見込み

インバウンド事業

パートナー企業

日本台湾

• 訪日観光客向けのサービスを展開
• 本格的な収益拡大は中国からの海外渡航解禁のタイミング

地方自治体向け
インバウンド事業

New!

• 5月にサービス開始
• 評価高く問い合わせ多数
• 契約に向け商談を開始
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2023年9月期下半期のテーマ

③ 成 長 戦 略

① UNIVERSEは引き続き高成長を目指す

② サイネージはリテール領域強化による再成長

③ 新規領域から今後の柱となる事業を創出

④ 中長期的成長を見据えた人材への投資
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株式分割に関して

当社株式の流動性の向上と、投資家層のさらなる拡大を図る目的で株式分割を実施

2024年の新NISAの開始を踏まえ、個人投資家が中長期的に保有しやすい
投資単位の水準まで投資単位を引き下げる

分割の方法 ：１株につき３株の割合をもって分割

基準日 ：2023年9月30日（予定）

効力発生日 ：2023年10月1日（予定）

株式分割の概要

東京証券取引所の推奨する投資単位の水準

※出典：日本取引所グループ 「投資単位の引下げ / 株式分割の仕組み・効果」
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Agenda

① 202３年9月期第3四半期連結業績

② サービス毎業績ハイライト

• データプロダクトに関して

• コンサルティングに関して

③ 成長戦略

④ Appendix
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当社のVISION

Redesigning the Future Life

ビッグ
データ

AI
テクノロジー

データとテクノロジーの力で

“未来を予測する”
マーケティング

金融

物流・小売

医療
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会社概要

④ A p p e n d i x

会社名 株式会社マイクロアド 決算期 9月

設立 2007年7月2日 代表者
代表取締役 社長執行役員

渡辺 健太郎

資本金 974,425,000円
（2023年6月末時点）

役員 取締役 副社長執行役員

田中 宏幸
榎原 良樹

取締役・監査等委員

内田 正宏
谷地舘 望（非常勤、社外）

宮沢 奈央（非常勤、社外）

従業員数 330名 (連結、23年6月時点)

主要関連会社 (株)MADS
(株)エンハンス
(株)cory
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経営陣

④ A p p e n d i x

1997年大塚商会入社。1999年に株式会社サイバーエージェントに入社。同社にて大阪支社を立ち上げるとともに
支社長に就任、その後「Amebaブログ（アメブロ）」開始に伴い事業責任者として立ち上げを担当する。2006年に
株式会社サイバーエージェント取締役就任後、2007年に株式会社マイクロアドを設立。

2002年SIer入社。金融会社向けシステム開発に携わる。2004年サイバーエージェント入社。当社の前身となる
BlogClick事業の立ち上げに参画する。以後当社事業に携わりプロダクト開発を中心に幅広い業務を担当する。現
在の管掌はデータソリューションサービス。

1997年さくら銀行(現三井住友銀行)入行。2001年サイバーエージェントに入社し、大阪支社長、事業戦略部長な
どを歴任。2011年マイクロアド海外事業の本格展開に合わせ当社へ参画し、東南アジア現地での事業立ち上げ、拠
点統括に従事。2017年に帰国後、当社役員に就任。

渡辺 健太郎 / 代表取締役 社長執行役員

田中 宏幸 / 取締役 副社長執行役員

榎原 良樹 / 取締役 副社長執行役員
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マイクロアドの沿革

④ A p p e n d i x

2004年 2007年 2010年 2011年 2014年 2015年 2016年 2018年 2019年 2020年 2021年

現
在

従来型広告プロダクト※
コンサルティングサービス

業界業種に特化した
マーケティングプロダクト

テキスト
アドネットワーク

BlogClick

バナーアドネットワーク

アドサーバー事業

DSP事業

デジタルサイネージ事業

SSP事業

自動車

飲料・食品

BtoB

医療・製薬

エンタメ

データ事業の
更なる拡大を狙った
資本業務提携

データ事業拡大へ向けた
資本業務提携

2022年

データ事業拡大へ向けた
資本業務提携

購買予測サービス

オルタナティブデータ

広告を情報へ
広告にとどまらず、データを活用した

様々なプロダクトを提供し 未来のくらしを創る
テクノロジーの力で広告を有益な情報として消費者へ届ける

Redesigning the Future Life

2023年
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本 資 料 に は 、 将 来 に 関 す る 計 画 や 見 通 し 、 経 営 目 標 な ど が 記 載 さ れ て い ます 。

こ れらの将来に 関す る記述は 、現在に おける見込みや、

予測及びリス ク を伴う 想定に 基づく も のであり、

実質的に こ れらの記述とは 異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります 。

それらのリス ク や 不確実性に は 、一般的な業界並びに 市場の状況及び国内や 国際的な

経 済 状 況 が 含 ま れ ま す 。
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